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研究成果の概要（和文）：　本研究は、1990年代の初頭、アフガニスタンのバーミヤン渓谷東部のザルガラーン地区、
およびパキスタンのギルギットから発見され、ノルウェーのスコイエン・コレクションを主とする世界各地のコレクシ
ョンと研究機関に引き取られた、大量のインド語仏教写本類について、海外の研究協力者とともに解読研究を行い、テ
キストと翻訳を出版することを目的とした。写本類を解読するために国際共同研究が立ち上げられ、本研究に先立つ研
究の成果としてすでに数巻の研究報告書がオスロより出版されているが、今回の５年間の研究期間を通して解読が継続
され、その成果として新たな研究成果報告書が2016年にオスロより出版される予定である。

研究成果の概要（英文）：　The purpose of this research project is to study on a huge cache of Indic 
Buddhist manuscripts discovered from the Zargaran district in the eastern part of the Bamiyan valley and 
Gilgit of Pakistan during the early 1990s. These various manuscripts are preserved by different 
collectors and institutions in Europe and America, as well as Japan, with the most representative one 
being the Schoyen Collection in Oslo, Norway. An international joint research team has begun to decipher 
these manuscripts, and the results of our research findings have been published in several volumes and 
the new one will be released in Oslo in 2016 as a result of the five years research project.
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１．研究開始当初の背景 
	 1970年代末の旧ソビエトによるアフガニ

スタン介入とそれに続くアフガン内戦、さら

にタリバンのアフガニスタン支配からアフ

ガン戦争を経て現在に至るアフガニスタン

の状況は、古代にガンダーラと呼ばれた、パ

キスタンの周辺部を含むアフガニスタン現

地の荒廃と引き換えに、世界の古写本マーケ

ットに膨大な量のアフガニスタンおよびパ

キスタン出土仏教写本の流入という皮肉な

結果をもたらした。古写本マーケットに現れ

た仏教写本の大部分は、欧米および我が国の

研究機関あるいは蒐集家に引き取られてい

った。そのような状況下、1990年代の中頃、

アフガニスタンのバーミヤン渓谷東北部に

位置するザルガラーン地区の崩壊した石窟

寺院跡から、種々の古代インド系言語で書か

れた仏教写本の断簡類が大量に発見された。

写本断簡類はパキスタンからヨーロッパの

古美術マーケットを経由して、ノルウェーの

スコイエン・コレクション、米国のアダム

ス・コレクション、我が国の故平山郁夫画伯

のコレクション、富山県の林寺厳州コレクシ

ョン、ドイツの匿名コレクションらに分割し

て引き取られた。	

	 発見された仏教写本の断簡類は、小さな破

片類も入れると全体で一万点以上にのぼる

が、仏教研究に寄与すると思われる、数行以

上の文章をとどめる断簡だけでも約2000点

を数えた。それらは、カローシュティー文字、

草書体ギリシャ文字、クシャーナ朝のブラー

フミー文字、グプタ朝のブラーフミー文字、

ギルギット・バーミヤーン１型および２型文

字といった、２世紀から８世紀にかけてのイ

ンド系、あるいはギリシャ系文字で貝葉（パ

ルミラ椰子の葉）、樺皮（樺の木の樹皮）、獣

皮に書写されたガンダーラ語とサンスクリ

ット語といった古代インド語、さらに一部は

バクトリア語で書かれた仏教文献であった。

その中には、本研究の開始時までに正体の判

明していたものだけでも、カローシュティー

文字によるガンダーラ語の『大般涅槃経』（２

-３世紀）、同じくカローシュティー文字によ

るガンダーラ語の大乗経典『賢劫経』『菩薩

蔵経』『集一切福徳三昧経』（３-４世紀）、ク

シャーナ文字によるサンスクリット語の『八

千頌般若経』（３-４世紀）、グプタ文字によ

る『勝鬘経』『諸法無行経』『阿闍世王経』（４

-５世紀）、ギルギット・バーミヤーン第１型

文字による『無量寿経』（６世紀）、同じくギ

ルギット・バーミヤーン第１型文字による因

縁物語付きの大衆部教団所属の『法句経』や

『摩訶僧祇律』（６世紀）などの、驚くべき

内容と年代の仏教文献が数多く含まれてい

た。	

	 またほぼ同時期にパキスタン北部の、イン

ドとの国境紛争地帯に位置するギルギット

からも、説一切有部教団がサンスクリット語

で伝承した『長阿含経（Dīrgha-āgama）』の

巨大写本、さらに『根本有部律』や『雑阿含

経』の断簡類を含む多数の写本類が発見され、

それらも分割されて複数のコレクションに

引き取られた。これら新発見の貴重な写本類

が仏教研究にもたらす価値は計りしれない

ものがある。古代に仏教が栄えたバーミヤン

やギルギットから生の同時代資料が発見さ

れたのである。これら写本類に対する解読研

究を速やかに行なって学界に公表すること

は、日本および世界の仏教研究者から強く求

められているところであった。 

 
２．研究の目的 
	 本研究の代表者（松田和信）は、これらの

新発見の写本断簡類について、所蔵する各国

のコレクションから資料の提供と研究の委託

を受け、1997年より、ノルウェー科学アカデ
ミー、および我が国の科学研究費の資金援助

を仰ぎながら、オスロ大学のイェンス・ブロ

ールヴィック教授、ミュンヘン大学のイェン

ス＝ウヴェ・ハルトマン教授等の、ヨーロッ



 

 

パと米国の研究者と共同で研究と出版を行っ

ているが、特に、我が国の故平山郁夫画伯と

の間では正式に覚え書きを交わし、コレクシ

ョンに含まれる写本類の研究と出版の委託を

受けている。また、ノルウェーのスコイエン・

コレクションについても、所有者のマーティ

ン・スコイエン氏と契約を交わし、本研究の

代表者およびオスロ大学のイェンス・ブロー

ルヴィック教授（前述）を含む５名のグルー

プによって国際共同研究が現在も行われ、平

山コレクションに含まれる断簡類も含めて、

すでにその研究成果が数巻に分けてノルウェ

ーのオスロより出版されている（『スコイエ

ン・コレクションの仏教写本（英文）』第１

巻、2000年、第２巻、2002年、第３巻、2007
年）。しかしこれまでに我々が出版した写本

類は、新たに発見された写本断簡類全体の三

分の一程度にすぎない。いまだ約１千点を超

える貴重な写本断簡類が私たちの研究を待っ

ている状態であった。しかもその中には、漢

訳やチベット語訳等の平行資料の存しない、

未知の仏教教団の経典や論典の写本断簡類が

数多く含まれていた。 
	 本研究は、５年間の予定で、ノルウェーの

スコイエン・コレクションと我が国の平山郁

夫コレクションを中心とする、新発見のアフ

ガニスタンおよびパキスタン出土写本類に

ついて、海外の研究協力者とともに解読を継

続し、未解読のまま残されている写本断簡類

について解読を終え、その研究成果の出版を

目指すものであった。 

 
３．研究の方法 
	 ノルウェーのスコイエン・コレクシ

ョンに含まれるアフガニスタン出土

写本断簡類については、海外の研究協

力者と連絡を取りながら分担して写

本解読を行うと共に、研究協力者が所

属する研究機関に定期的に集まって

研究会を開催して共同研究を行う方

法を取った。研究対象となる写本類に

ついては、すでに研究代表者および海

外研究協力者は写真とデジタル・デー

タですべて入手し、すでにその一部を

数巻の報告書としてオスロより出版

しているが、研究会では、残された膨

大な量の写本断簡類について、５年間

の研究期間の間、各研究者が事前に各

自解読を行った成果を持ち寄り、最終

的な解読と英訳作業を行った。さらに、

スコイエン・コレクション以外で未出

版のまま残されている重要資料であ

るギルギットから発見されたと伝え

られるサンスクリット語による『長阿

含経』写本についても、海外の研究協

力者とともに出版のための解読研究

を行った。また研究代表者自身は、関

連する資料を所蔵する海外のコレク

ションを現地調査して、研究代表者が

所持している写真等では判読できな

い箇所の確認作業を行った。特に、最

終年度には海外研究協力者と共にス

コイエン・コレクションを一週間訪問

して写本類をスキャンし、詳細なデジ

タル・データを再取得した。	

	

４．研究成果	

	 ５年間の研究期間中に海外の研究

協力者と共に解読を終えた断簡類に

ついて、新たな研究成果報告書がオス

ロより出版される予定である。これに

よって、既刊分と併せて、１万点に上

る断簡類全体の約５割が出版される

ことになる。さらに研究成果の一部に

ついては、出版を待たずに、海外の学

会に参加して順次口頭発表、よよび雑

誌論文による発表を行った。研究成果

出版に含まれる写本類は以下の通り

である。なお本書はノルウェーのヘル

メス出版より 2016 年８月に刊行され



 

 

る運びとなっている。  

1.  Gāndhār ī  Ekot tar ikāgama 

2 .  It ivṛ t taka 

3 .  Śalyasū t ra  

4 .  Uruvelāsū t ra  

5 .  Bhadrakalpikasū t ra  

6 .  Bodhisat tvapi ṭakasū t ra  

7 .  Sukhāvat īvyūha 

8 .  Ratnaketuparivarta  

9 .  Sarvapuṇyasamuccayasamādhi  

10 .  Mahāsāṃghika Vinaya 

 11 .  Jā takamā lā  

 12 .  Jyot iṣka-avadāna 

 13 .  Mahādeva Fragments  

 14 .  Pradakṣ inaprat ibhodbhava 

	 15.  サンガと弟子に関する断簡	

	 16.  未同定ガンダーラ語 22 断簡 	

	 17.  Diśāsauvast ika-gā thā  

さらに、上記写本類とは別にギルギットから

発見された『長阿含経』の写本に含まれる全

47 経典から、第 23、24、25、27、28 の５経

典については写本の解読を終了し、サンスク

リット語校訂テキストの作成を行ったこと

を研究成果として報告しておきたい。この

『長阿含経』写本については別途出版計画を

立てている。	
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